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東北地方太平洋沖地震について

この度の地震で被害を受けられた皆様に
心よりお見舞い申し上げます

地震の影響で倉庫および交通手段に多大な影響が出ており、通常の配送業
務・出荷ができない状態となっております。詳しい状況は追ってご案内させ
ていただきますが、何卒ご容赦いただけますよう宜しくお願いいたします。

『BP PLATINUM』から発注されたお客様にはシステム的に「出荷確定」のメー
ルをお送りしておりますが、実際に商品をお届けできるかどうかは確定できて
おりません。何卒状況をご配慮いただき、ご理解とご協力をお願いいたします。
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BP Top Interview　高城 幸司氏

担当者が「いらない」と
言っても会社が 
いらないわけではない
BP：高城さんはリクルートで長年トップ営

業マンとして活躍され、その成功体験を

もとに「考える営業」を提唱しておられま

す。具体的にはどういうことでしょうか？

高城幸司氏（以下、高城氏）：いまの営
業マンが置かれている状況は、2つの
点でひと昔前と大きく変わっていると思
います。1つはインターネットが普及し
て、お客さまが自分で情報を入手できる
ようになったこと。カタログに書いてある
ことをいちいち説明に行く時代ではなく
なり、それ以外の部分に営業の価値が
求められています。
　2つ目は、営業マンに対する会社の
管理が徹底してきたこと。昔は、結果さ
え出していれば、個々の営業マンに自
由な行動が許されたのですが、いまは
「なぜその行動を取るのか」とか「な
ぜその会社を訪問するのか」といった
目的が明確でないと、お客さまを訪問
することすら難しくなってきました。
　お客さまとの関係についても同じ。昔
と違って、「ちょっと顔を出したいんです
けど、いいですか」と言っても、お客さ
まは会ってくれません。訪問する目的を
はっきりとさせて、それをお客さまに明
確に伝えることが大切です。
　自分をきっちりマネジメントしないと営
業成績が上がらない時代なので、漫

然と動くのではなく、1つ1つの行動に
意味を持たせて動く必要があるわけで
す。これが「考える営業」です。
BP：なかなか会ってもらえないお客さまに、

「会ってみたい」と思わせるようにするに

はどうすればいいのでしょうか。

高城氏：会う必然性を感じてもらうこと
が大切です。いまのお客さまは「面白
い人間だから会ってみたい」というより
も、「この人間に会っておかないとマズ
イ」という理由からアポイントを受け入
れてくれることが多いものです。
　例えば、お客さまがある製品を使っ
ていて、それよりも費用対効果の高い
製品を扱っているサプライヤーを検討
せずに意思決定したとすれば、上司に
怒られます。より安い価格を提示する
営業マンがいたら、会わないという理由
はないですよね。お客さまに「この営業
マンの情報を聞いておかないと、あとで
自分がまずくなる」と思うようなものを、
どのように提示するかがポイントです。
BP：相手に「会ってみたい」と思わせるよ

うなネタを事前にしっかり調査しておくこ

とが必要なのでしょうね。

高城氏：そこで大事なことが2つありま
す。1つは、その会社の誰をターゲット
に据えるのかということ。
　現場の担当者は、もし発注すれば自
分の仕事が増えるだけなので「会いた
くない」と言うかもしれません。
　でも部長であれば、実務は関係ない
ので、「会社のためだったら」と訪問を

受け入れてくれることもあるでしょう。
　また、部長が「せっかくだから新しい
ものを導入したい」と思っても、経営者
は「新しくなくていいから、安いものを導
入したい」と言うかもしれません。同じ
会社の中でも人や立場によって考えは
違うわけです。誰かに「いらない」と言
われても、その会社がいらないという意
味ではありません。
　とはいえ、最初から経営者にはなか
なか会ってもらえないので、自分が直
接会えるキーマンがどのように考えてい
るのかを知ること。そのうえで、会社が
どのような課題を抱えているのかを詳し
く聞き出すことが大切です。

いきなりスペックを語らず 
伝わりやすいイメージで
BP：「考える営業」を実践するうえでのポ

イントについて教えてください。

高城氏：例えば、電話によるアプローチ
の段階で、すべてを説明してしまって、
お客さまに理解していただけるのなら、
会いに行く必要はありません。この段
階で大切なのは、お客さまに「会って話
を聞きたい」と興味を持っていただける
ように製品やサービスを魅力的にプロ
モーションすることです。細かいスペッ
クではなく、まずは「こんなにコストダウ
ンが実現します」「こんなに業務が楽に
なります」といったイメージを伝えること
が大切。スペックの話から入ると、むし
ろ営業のチャンスを逃すことが多いも
のです。
BP：まずは興味を持ってもらうことが大切

だということですね。

高城氏：お互いが信頼関係を築き上げ
ていくまでのプロセスにおいては、細か
いことを話すのではなく、「いい会社み
たいだな」とか「面白い人だな」「面白
い提案を持ってきてくれそうだな」と相

リクルートのトップ営業マンとして長年活躍し、現在はベンチャー企業の
人事戦略コンサルティング企業の代表取締役を務める高城幸司氏。情
報通信やインターネット関連サービスの営業経験も豊富な高城氏は、「技
術の進歩とともに、新たなニーズとサービスが次々に登場するのがITビ
ジネスの面白さ」だと語る。営業成績やビジネススキルを上げるための
本も多数執筆している高城氏に、営業マンとして成功するための心構え
や、お客さまとの接し方などについてのアドバイスをいただいた。
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手の期待値を高めていくようなアプロー
チを心掛けます。
　その中で、お客さまの課題を探り出
し、何度も訪問して、ひと通りのお話を
うかがったら、話題を絞っていきます。
「広げる」段階から「絞る」段階へと上
手に切り替えることが大切です。
BP：高城さんは著書の中で、「営業力とは

『製品力』『会社のブランド力』と『自分

力』の組み合わせである」と書いておられ

ますが、製品力やブランド力が弱い中で

営業を成功させるにはどのようにすれば

よいのでしょうか？

高城氏：現実問題として、他社ではまっ
たく取り扱っていないとか、当社でしか
買えない製品というのは案外少ないも
のです。そのとき、業界1位の会社と下
位の会社とでは、相手の対応が違って
きますよね。
　ある程度知名度のある会社で、製
品力も高ければ、会社や製品の実績を
前面に出していく正攻法でいいと思い
ます。逆に、まったく知名度がない場合
は、「今回は会社ではなく、わたし自身
が考えてきたプランです」といったように
「自分力」を前面に出していく方法もあ
るでしょう。
　提携先のブランド力を借りるのも方法
です。わたしの経験談で言えば、1987

年にリクルートに入社して18年勤務しま
したが、若いころはリクルートのブランド
力が弱く、「リクルート事件」などもあっ
て営業に苦労したものでした。そこで、
知名度の高い大手商社と組んで、その
推薦をもらいながら営業成績を上げた
こともあります。
BP：営業力を高めるために必要なことは

何でしょうか？

高城氏：個人としての営業力を高める
ためには、積極性が非常に大事です。
　アプローチする前から「この仕事は
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うまくいきそうにない」とか「以前、あの
人が営業に行ってダメだったから、多
分だめだろう」とか「去年もコンペで負
けたし」と後ろ向きになる人も多いです
よね。無口とか口下手といった本来の
パーソナリティーは横に置いて、お客さ
まに対して積極的に行動する自分を演
じることが大事です。
　2つ目は、聞く力を磨くこと。ただ耳を
傾けるだけでなく、お客さまからいかに
話していただけるようにするか。一方的
に話すのではなく、聞くために質問する
力が求められます。
　3つ目は、そうした営業のプロセスに
楽しみながら取り組むこと。営業の仕事
を通じて「自分は成長している」という
意識を持ち続けることです。
　「毎日同じことの繰り返しで、全然成
長できない」とか、そもそも営業の仕事
はあくまで長いビジネスマン人生の一
部であって、「将来、別の部署や、もっ
と上のポジションで活躍するための通
過点にすぎない」といった考え方の人
も多いようです。でも嫌々やっていると、
仕事って来ないですよね。
　営業という現場のキャリアを充実させ
ようと意識しながら仕事をすると、「この
人に頼んでみようか」ということで、仕事
が自分に集まるようになるし、お客さまと
の信頼も構築できます。その結果、営
業成果が上がって仕事が楽しくなる。
すべてがうまく循環していくわけです。
BP：「考える営業」を実践するには、時間

の使い方も大切なのでしょうか？

高城氏：「考える」と言っても、訪問する
会社を調べるのに1日3時間以上もか
けていたら、仕事が回らなくなりますよ
ね。1日20件のお客さまを回る営業マン
なら、60時間もかかることになるのです
から、不可能です。それぞれに与えら
れた時間の中で、いかに集中して考え

るかが大切なのです。
　「考えなさい」というと、「時間がな
い」という人がいます。でも、30秒の時
間さえない人っていないじゃないです
か。朝30分早く出社するとか、昼食を
食べながらでもいいですし、やり方はい
くらでもあると思います。細切れの時間
をうまく使うことです。

いままで会ったお客さまと 
新サービスとの接点を探る
BP：高城さんはビジネス・コミュニケーショ

ンに関する本も多数書いておられます。

「ゆとり世代」の社会進出が話題となっ

ていますが、これから社会に出てくる若者

たちを活用するためのヒントをいくつか教

えてください。

高城氏：彼らに求める努力が、会社の
ためではなく、1人ひとりの個人のため
にあるのだということを伝えてみてはど
うでしょうか。たとえばかつては、「うち
（会社）の今年の目標は売上10％アッ
プと決まっているから、お前頑張れよ」
とか「いま、うちの部の業績は社内で3

位だから、頼むよ」といった会社や組織
のための叱咤激励が通用したものです
が、会社よりも自分自身の成長や働きが
いに関心のあるいまの若者たちには理
解できません。
　「お前の範囲でこんなふうに努力して
くれると、チームとしてこうなる」と伝え、
その中でいかに自分の役目が大事であ
るかということを理解してもらうのが効
果的です。全体の目標を達成するため
に、個人目標を達成させることの大切
さ、それが本人の成長にどれだけプラ
スになるのかを明確に伝えてみましょう。
BP：最後にIT機器やソリューションの営

業現場で活躍する本誌読者の皆様に応

援メッセージをお願いします。

高城氏：クラウドが新しい潮流として注

目を集めているように、ITの進歩に終わ
りはないと思うんですよね。つねに新し
いサービスやソリューションが登場して、
ビジネスのチャンスもどんどん変化して
いく。それがいちばん面白いところかな
と思っています。
　お客さまに今日は何も提供できなくて
も、来年は何かできるかもしれないわけ
ですよ。だから、一度会ったお客さまと
の縁は大切にすべきです。「昨日おじゃ
ましたときには無理だと申し上げたんで
すけど、社に戻って技術担当者に聞い
たら、できると言われました」ということ
がよくあります。
　新しい技術やサービスが出てきたと
きに、自分がいままで会ったお客さまの
顔を思い浮かべて、「これって、もしか
したらあのお客さまに役立つかもしれな
い」と思い浮かべること。つねに自分が
いままで訪問した企業や、お客さまの顔
をイメージしながら、新サービスやソ
リューションとの接点を探っていくことが
大事だと思います。

BP Top Interview　高城 幸司氏

高 城  幸 司 氏
K o u j i  T a k a g i

◎ P r o f i l e

1964年東京都出身。同志社大学卒業後、1987年リクルー
トに入社し、通信・ネット関連の営業で6年間トップセールス
の実績を持つ。1996年、起業独立情報誌「アントレ」を創
刊。2004年、人事コンサルティング企業 株式会社セレブ
レイン 代表取締役社長に就任。「できる人の超★仕事術」
「法人営業のすべてがわかる本」など著書多数。



巻頭
特集

中小企業のメリットと提案法を探る

サーバの仮想化が「枯れた技術」となった今、
セキュリティ対策・クライアント端末の
運用管理・コスト低減の観点から、
デスクトップの仮想化に注目が集まっている。
デスクトップを仮想化することで、
オフィスと外出先との作業継続性の実現や、
スマートフォンやタブレットPCなど、
シーンに適した端末からデスクトップを
利用できるメリットがある。
デスクトップ仮想化を実現する技術の
トレンドや問題点、中小企業へ提案する際の
ポイントについて紹介する。
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なぜ今、デスクトップ 
仮想化なのか

　今、デスクトップの仮想化が話題に
なっている。一口にデスクトップ仮想
化といっても、クライアントPCの上に仮
想環境を構築するタイプ（Microsoft 

Virtual PC、Parallels Desktop for 

Mac等）もあれば、サーバ上に仮想環
境を構築するタイプ（XenDesktop、
VMware View等）もある。が、現在注
目されているのは圧倒的に後者だ。
　デスクトップ環境を丸ごとサービスと
して提供するVDI（Virtual Desktop 

Infrastructure）や、特定アプリケーショ
ンの実行環境をストリーミングするアプリ
ケーション仮想化など、その形態は1つ
ではないが、クライアント環境をサーバ
側で一括管理できるという点は変わら
ない。それにより、運用・管理コストの低

減と、セキュリティやコンプライアンスの
向上を狙おうというものだ。ここでは、デ
スクトップ仮想化について、特にサーバ
ベースの仮想化について、その概要と
注意点について紹介することにする。
　ユーザ環境を実ハードウェア上で直
接実行するのではなく、仮想マシンある
いは仮想化環境で実行するというアイ
デアは、それほど新しいものではない。
古くはメインフレームコンピューター上で
実現していた技術だし、現在最も高い
シェアを持つ仮想化ソフトウェアベンダ
であるVMwareが設立されたのも20世
紀末（1998年）のことである。その仮想
化、特にデスクトップの仮想化がここに
きて大きな注目を集めるようになった理
由には様々なことが考えられる。
　最初に挙げなければならないのは、
ハードウェアの進化だ。ムーアの法則
により高性能化を続けるプロセッサは、

18カ月でおおむね2倍の性能を実現
する。オフィスには、こうした高性能プ
ロセッサを必要とするユーザがいる反
面、定型的なアプリケーションを利用す
る（プロセッサ性能をあまり必要としな
い）ユーザも少なくない。クライアントPC

という形でCPUリソースをユーザに対
し均等に配分するのでは、効率的でな
い事例が増えてきており、仮想化による
CPUリソースのプール化が合理的だと
考えられるようになりつつある。
　また、演算性能を単純に高めるだけ
でなく、仮想化を支援するための機能
についても、近年のプロセッサは高度
化を続けている。IntelやAMDは、プロ
セッサやチップセットに仮想化ソフトウェ
アを支援する命令セットや機能を追加
している。こうした機能を活用すること
で、仮想環境における性能低下は大
幅に削減された。特別な高性能を必

■デスクトップ仮想化の方式

VDI方式
仮想PC方式

仮想化ソフトを使い、サーバ上に構築した仮想
マシンをリモート

SBC方式
サーバベース方式

サーバ上に仮想クライアント環境を再現し、アプ
リケーションとデータをサーバに集約

ブレード方式
PCそのものをブレード化して集約化

シンクライアント・リッチクライアント・スマートデバイス シンクライアント・リッチクライアント・スマートデバイス シンクライアント・リッチクライアント・スマートデバイス

導 入 の メ リ ッ ト
● ユーザニーズに応じて個別設定に対応可能
● 集中管理による運用管理コストを低減
● 情報セキュリティを向上

導 入 の メ リ ッ ト
● ソフトウェアの更新やパッチ適用が管理者側で一括実行可能
● クライアント側を高度に集約化し、運用・管理コストを削減

導 入 の メ リ ッ ト
● 従来と同じクライアントアプリケーションを利用できる
● 1ユーザ1ブレードを利用でき、画像処理に適している

仮想マシン

サーバ

端末

アプリケーションや
データ

ブレード
サーバ

ブレード
 PC

サーバ

端末 端末
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要とするアプリケーション、高度なグラ
フィックスを必要とするアプリケーション
でなければ、仮想環境は十分な性能を
提供してくれる。
　プロセッサほどではないにしても、
増大を続けているのがネットワーク帯
域だ。オフィスのLANは10Mbpsから
100Mbps、そして1Gbpsが主流となっ
ている。外出先で利用するモバイルネッ
トワークも、数Mbpsの3Gネットワーク
はもちろん、数10Mbpsの実行帯域が
期待できる3.9G/4G技術（WiMAX、
LTE）が普及しようとしている。こうした
広帯域ネットワークの普及が、計算リ
ソースのリモート化を後押ししているの
は間違いない。
　さらに、ソフトウェアも確実に進歩を
遂げている。特に64bit OSの登場と普
及は、仮想環境をホストする際に欠か
せない大容量メモリのサポートを可能
にした。大容量メモリなしには、1つの
システム上で多くのユーザを収納する
ことはできない。
　また仮想化ソフトウェアそのものも進
化を続けている。プロセッサが搭載する
仮想化支援機能をサポートすることはも

ちろん、ネットワークを効率的に利用す
るための通信プロトコルの改善、高度な
グラフィックスの利用を可能にするデー
タ圧縮技術の採用、多数の仮想環境
を運用管理する管理ソフトウェアの提
供は、その一例だ。加えて、スマートフォ
ンやタブレットなど、コンシューマ向けに
普及が本格化したアプライアンスのサ
ポートも、急速に進みつつある。

デスクトップ仮想化の 
メリット

　こうしたインフラの整備や進捗が、デ
スクトップ仮想化の追い風となる一方
で、ユーザ側にもデスクトップ仮想化の
メリットが伝わり始めた。言い替えれば、
デスクトップを仮想化するインセンティブ
である。
　デスクトップを仮想化する最大のメ
リットは、運用管理が容易になること
だ。従来のPCはユーザの手元に利用
環境が分散しているため、障害発生
時の対処が困難であるだけでなく、そ
もそも現状の正確な把握さえ容易では
なかった。デスクトップ仮想化により、コ

ンピューティングリソースはサーバ上に
集約されるため、管理は極めて容易に
なる。障害のたびにI T担当者がユー
ザサイトを訪問する、といったケースは
激減する。同様に、頭の痛いソフトウェ
アのアップデートやセキュリティパッチ
の適用、ソフトウェアライセンスの管理
も容易だ。 
　分散していたコンピューティングリ
ソースがサーバに集約されることは、同
時にセキュリティの強化にもつながる。
基本的にデータはすべてサーバ、ある
いはサーバに接続されたストレージ上
にあり、しかるべき管理を行うことで、勝
手にコピーされたり持ち出されたりする
ことはなくなる。万が一、PCが盗難され
ても、貴重なデータが流出することはな
い。ファイル共有ソフトのような、企業で
の利用にふさわしくないだけでなく、そ
れ自身がセキュリティホールになりかね
ないアプリケーションを排除することも、
デスクトップ仮想化なら容易だ。
　また、クライアント環境がサーバ上で
仮想化されるということは、可用性の向
上にもつながる。サーバ上に構築され
るクライアント仮想化の環境は、一般に

中小企業の場合、仮想化導入なしで一気にクラウド化へ移行することも考えられる

■仮想化提案のステップ

サーバの仮想化 ストレージの仮想化 デスクトップの仮想化 クラウドコンピューティング

17



サーバ仮想化と共通のインフラをベー
スとする。サーバ仮想化により実現され
た高可用性は、そのままクライアント環
境にも適用可能だ。データのデュプリ
ケーション、ディザスタリカバリ、ライブマ
イグレーションなど、クライアントPCでは
到底考えられない可用性を手にするこ
とができる。
　デスクトップ仮想化により、コンピュー
ティングリソースをサーバに集約するとい
うことは、ユーザが利用するクライアント

（端末）に、高性能は要らないということ
を意味する。デスクトップ仮想化を前提
とした端末（シンクライアント）は、ファンレ
ス運用も可能な低消費電力プロセッサ
と、ハードディスクを必要としないROM

ベースの組み込み用O Sの組合せが
ベースとなる。シンプルなシンクライアント
は故障しにくく、可用性が高まる。万が
一、シンクライアントが故障しても、内部
にアプリケーションやデータを持たない
ため、そのリプレースは極めて容易だ。

コスト削減効果は？

　シンクライアントは、ハードウェアがシ
ンプルである分、ユーザとしては当然、
安価であることを期待する。だが、残念
ながらシンクライアントの導入価格はそ
れほど安価ではない。
　処理性能だけを比較するとPCより劣
るシンクライアントが、PCよりも安価にな
らない最大の理由は、量産規模の違
いだ。PCはコンシューマ向け、企業向
けを含め、膨大な数が量産されている。
それに比べてシンクライアントは、近年
注目を集めているとはいえ、その導入
は一部企業に限られており、PCに比べ
て量産規模は小さい。PCをシンクライ
アントに置き換えるだけでは、単純にコ

シェアNo.1のHPシンクライアントソリューション

　HPの特長は、デスクトップ仮想化の管理ツールが全部無償だ
というところです。ですので、端末側のランニングコストがまったく
かかりません。サポートももちろん行っています。また、デスクトップ
を仮想化する際に検証が必要なプリント周りですが、HPでは「ユ
ニバーサルドライバ」をご提供しているため、ほとんどのプリンタが
「ドライバなし」で利用でき、エンドユーザ様がお使いのプリンタド
ライバをそれぞれ導入する手間がありません。

Active Directoryがビジネスポイントに

　VMware ViewやXen Desktopを導入時に、コネクション・ブロー
カを挟む場合、Active Directory（以下、AD）が必須になります。
ADの構築や、既存のADを整備するというところはパートナー様の
ビジネスとして大きな部分になるのではないでしょうか。

オフショア開発でも「生のデータ」に触らせない

　中国のネットワーク環境がよくなってきたため、製造業様で中国
のオフショア開発のためにデスクトップの仮想化を導入される例

が増えています。CADなどの元データを日本側において、中国の
エンジニアは画面の操作だけができるけど、生のデータを抜くこと
はできません。HPはグローバル展開していますので、日本で購入
できるシンクライアント端末を中国でも購入でき、サポートも受けら
れます。

岡 宣明氏
日本ヒューレット・パッカード株式会社

パーソナルシステムズ事業統括
クライアントソリューション本部

RCS製品部　プロダクトマネージャ

無償で提供されるHP Device Managerは、収集した資産情報をもとにすべて
のデバイスを一括管理できる

●デスクトップ仮想化のポイント

■デスクトップ仮想化のメリットと企業規模別の提案主旨

データを一元管理できる

ソフトウェアの更新作業を一元化

ソフトウェアライセンス管理の一元化

中小
企業

大規模
企業

セキュリティコストの低減

運用管理負荷の低減

PCの故障・紛失によるデータの
喪失や情報漏えいを防ぐ

数千台のクライアントPCの
運用管理負荷を低減できる
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スト削減とは行かないことの方が多い。
　コスト削減だけを考えれば、旧式化し
たPCをクライアントにすることで、直接コ
スト（導入コスト）の削減を図ることは可
能だ。この場合、PCのローカルにデー
タを保存しないよう、設定変更などは必
要だが、PCが壊れた際に順次シンクラ
イアントへ置き換えてゆくことができる。
旧式化したPCを最後まで活用すること
ができ、無駄な投資も発生しない。
　逆に、デスクトップ仮想化には、従来
のクライアントPC利用では不必要だっ
た仮想化ソフトウェアのライセンス料が
必要となるだけでなく、その保守契約
費用も必要になる。仮想化環境のベー
スとなるOSとして、Windows Server

のライセンス料、仮想環境管理のため
のSQL ServerやOracleといったデー

タベースソフトウェアもほぼ不可欠だ。
　もちろん、実際に仮想環境を運用す
るにはデスクトップソフトウェア（デスクトッ
プOSおよびアプリケーション）のボリュー
ムライセンスも必要となる。Windowsを
仮想環境で利用するには、ソフトウェア
アシュアランス（SA）が必須だ。こうした
ソフトウェアのライセンス料のため、一時
的な出費は単純なPC利用に比べて確
実に増える。これらを合わせて考えると、
たとえPCの更新時期だったとしても、そ
の導入費と同じ直接コストでデスクトップ
仮想化環境を導入するのは決して容易
ではないことが分かる。
　ユーザからの注目度が高いデスク
トップ仮想化のソリューションではある
が、ライセンス料がネックとなってストップ
してしまう案件も少なくない。ライセンス

料がなんらかの形で見直されることが
あれば、案件の大幅な増加も期待でき
るだろう。
　では、デスクトップ仮想化はコスト的
に割の合わないソリューションなのだろ
うか。決してそうでないことは、デスク
トップ仮想化を率先して導入する組織
が多数存在することを見ても明らかだ。
ポイントは運用管理にまつわる見えにく
いコストの削減効果をどのくらい見積も
るのか、セキュリティの向上効果をどれ
くらいに見積もるのか、ということにか
かっている。
　こうした運用管理やセキュリティ等も
考慮した総保有コスト（TCO）の削減
効果は、組織が大きくなればなるほど大
きくなる。特に扱う情報の秘匿性が求
められる金融機関や公共機関におい

中小企業への提案のフックは「リスク対策」

　中小企業への提案方法として有効なのは「何かあったときに、
デスクトップが使えなくなる」というPC管理者、PC利用者双方へ
のリスクを解決できる点です。PCが壊れたときに、PCにしかデータ
がない場合は復旧が困難ですが、デスクトップが仮想化され、一
元管理されている場合、バックアップやパッチのアップデートは管
理者が責任をもって行えます。これまでは管理者の手に負えず、
ユーザの自主性に任されていたリスクをリスクではなく管理できる
点は企業規模を問わず有効な提案です。ただし、リーズナブルに
まとめる工夫は必要でしょう。

StorMagicを絡めてストレージのライセンスを低減

　いくらサーバが安くなってきたとはいえ、仮想化に必要なものを
すべてそろえると高額になります。StorMagicを使えば、ストレー
ジのライセンス分だけ少しお安くできます。VDI環境用の仮想デ
スクトップライセンスのVDAは3年間のライセンスなので初期コス
トに乗せますが、3年平均にならして考えていただくようにお話し
ています。

「作業の継続性」が業務効率を向上させる

　デスクトップの仮想化を導入すると、例えばタクシーや電車など
で移動中にiPhoneやiPadでデスクトップ画面を見ていて、オフィ
スに戻ったときにまったく同じ画面がオフィスのPCに展開されてい
ます。作業が途中で中断された感じがしません。開発者の方でも、
自宅のPCから会社のデスクトップを見て作業をしていて、出社時
にまた作業の続きを行うことができます。こうした「作業の継続性」
も大きなメリットです。

三好 哲生氏
株式会社ネットワールド

マーケティング部
クラウド基盤グループ　主任

●デスクトップ仮想化のポイント

継続して
作業を行えるので
業務効率が向上する

外出先 オフィス

自宅 オフィス
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●デスクトップ仮想化のポイント

ては、セキュリティ向上効果を金額に換
算した時のメリットは大きくなるハズだ。
また、ソフトウェアのライセンス費用や
保守費用も、規模が大きくなればなるほ
ど、大幅なディスカウントを受けられるこ
とが多いことを考えると、クライアント数
の大きい企業、中でもデスクトップ仮想
化に適した定型業務に従事するユー
ザの多い企業ほど、デスクトップ仮想化
によるコスト削減効果は大きいだろう。

導入に必要なハードとソフト

　デスクトップ仮想化に必要なハード
は、仮想化環境をホスティングするサー
バ、ネットワーク（LAN）環境、そしてク
ライアント端末だ。こうしたインフラ、特
にサーバやネットワーク環境のない小
規模企業に、いきなりデスクトップ仮想
化を導入するのは難しい。サーバとネッ
トワークの導入、サーバの仮想化、必
要であればストレージの仮想化とステッ

プを踏んでデスクトップの仮想化へと進
むべきだろう。
　サーバについては、ことさら高性能
である必要はないが、プロセッサが仮
想化支援機能を備えていることは必
須。これとメモリ容量で、仮想マシンの
性能、あるいは1台のサーバに収容可
能なユーザ数が決まる。したがって、た
とえ安価であっても、Celeronベースの
サーバやAtomベースのサーバは、仮
想デスクトップのホスティングには不向
きだ（Intelは2012年を目標に、仮想化
支援機能を持たせたAtomベースの
サーバプロセッサを開発中であることを
明らかにしている）。むしろデスクトップ
仮想化を導入する最大のメリットが運
用管理やセキュリティにあることを考え
ると、ホストするサーバに求められるの
は高い運用管理性ということになる。
　ストレージについては、導入する仮
想化ソフトウェアが動作しているサー
バの内蔵ストレージが利用できる。が、
可用性を考えると仮想化ソフトウェア

がサポートしている外付けストレージ
（SAN／NAS）の利用が望ましい。仮
想化に対応したこれら外付けストレー
ジは、データの保護や可用性という点
で望ましいだけでなく、将来的な拡張
も容易だ。
　しかし、これらの外付けストレージは
高価であり、小規模事業所あるいは
小規模なテスト導入には適さない。そ
うした場合は、StorMagic（VMware

対応）のような、ソフトウェアによる仮想
ストレージの利用を検討した方が良い
だろう。
　こうしたハードウェアに加えて、社内
LAN環境とサーバOS、仮想化ソフト
ウェア、デスクトップソフトウェアが必要
になる。Windowsデスクトップの仮想
化を行う場合、最も親和性の高いサー
バOSはWindows Serverであり、CAL

も含めた有効なライセンスを導入する
必要がある。代表的なデスクトップ仮
想化ソフトウェアは、VMware View

やCitrixのXenDesktopだが、適宜

課金体系が混乱のもと

　エンドユーザ様にとっても、パートナー様にとっても難しいと感じ
られるのがライセンスなどの課金体系ではないでしょうか。ユーザ
数で買う場合と、接続するデバイス数で買う場合とが混在します。
いざ導入というときになって、エンドユーザ様から急にデバイスを
複数使いたいといわれることも少なくありません。

Windows 7へのリプレースとあわせた案件が多い

　Windows 7に乗り換えるのを目的に、仮想デスクトップを導入
するというパターンはかなり多くあります。XPから7へリプレースする
にあたって、スモールスタートでデスクトップの仮想化を進めるのが
多いようです。

アプリケーションの配信が 
ぴったりくることも多い

　エンドユーザ様のお話を伺って、デスクトップを丸ごと仮想化す
る必要がない場合にはXenAppのターミナルサービスをご提案しま
す。銀行の窓口やコールセンター業務など、利用するアプリケー
ションが決まったものである場合に適しています。メリットとして、
データをローカルに残さないということが挙げられます。

仮家 雄高氏
株式会社ネットワールド

マーケティング部
システムソフトウェアグループ
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アプリケーション仮想化を組み合わせ
る必要も出てくるだろう。代表的なア
プリケーション仮想化のソリューション
は、VMware のThinApp、Citrixの
XenAppのほか、MicrosoftもMDOP

でアプリケーション仮想化ソリューション
を提供している。
　ソフトウェアの導入に際しては、ボ
リュームライセンスが必須だが、そのた
めには社内で使われているソフトウェア
のライセンス数を正確に把握する「棚
卸し」が必要になる。その上で必要なラ
イセンスを購入するわけだが、ソフトウェ
アによってデバイスライセンスの場合と
ユーザライセンスの場合があるなど、ラ
イセンス処理には相当の覚悟をもって
望む必要があるだろう。

導入の決め手となるのは

　というわけで、デスクトップ仮想化
を導入する敷居は必ずしも低くない。

サーバの運用、特に仮想化されたサー
バを運用した経験のない事業所には、
かなり難しい案件だろう。が、言い替え
れば仮想化サーバを導入し、運用して
いる事業所であれば、デスクトップ仮想
化を導入する下準備はできているとも
言える。
　特に、多くの事業所ではサーバ仮想
化の導入時に、性能マージンを多く見
積もる傾向にある。こうした事業所に、
余っている性能マージンの有効な利用
法として、デスクトップ仮想化の実験的
な導入を提案することは、有効と考えら
れる。VMwareのvSphereが導入され
た事業所にはVMware View、Citrix 

XenServerやMicrosoftのHyper-Vが
導入された事業所にはXenDesktopの
提案が望ましい。仮想化されたサーバ
環境は、一種の金太郎飴であり、スケー
ルアウトが容易だ。これはデスクトップの
仮想化にも適している。
　これまで企業のデスクトップでは、
多くの場合Windows XPが使われ

てきた。そのライセンスが終了し、い
よいよ企業もデスクトップO Sの更新、
Windows 7への移行を始めようとして
いる。この機会に仮想環境へ移行する
ことは、事業規模にもよるが、単にOS

をアップグレードする以上の効果をもた
らすことが可能だ。逆にWindows 7へ
の移行に踏み切れない事業者に対し、
ボリュームライセンスによるWindows 

XPの導入を、デスクトップ仮想化やア
プリケーション仮想化とセットにして提
案することも効果が高いだろう。 
　もちろん、デスクトップを仮想化するこ
とによるコンプライアンス（法令遵守）や
セキュリティの向上、運用管理コストの
低減によるTCOの削減は、デスクトップ
仮想化のメリットとして王道であり、これ
が効果を持つ顧客も少なくない。リソー
スの最適配分による効率化（エコ化）な
ど、デスクトップ仮想化を推進する切り
口は1つではない。敷居の高いデスク
トップ仮想化の売り込みには、これらを
総動員することが必要だ。

●デスクトップ仮想化のポイント

デスクトップの仮想化は 
「サーバの仮想化」から始めてもいい

　「サーバの仮想化」から始めても、そのうちにストレージの話にな
り、デスクトップの仮想化につながっていきます。その間にいろん
なご提案を含められるのではないでしょうか。

スレート端末を使った 
新しいビジネスモデルを作る

　デスクトップの仮想化を提案する際に、昨年から今年にかけて
端末数が増加しているスマートフォンやスレート端末に注目が集
まっています。ビジネスユースとして、企業内のネットワークとつな
げてセキュアに利用したいというお客様も少なくありません。セキュ

リティ環境も含めたご提案が必要になるでしょう。

デスクトップの仮想化には 
ベストソリューションはない

　導入規模によっても違いますし、ストレージやハイパーバイザー
など、どれがよいのかお問い合わせをいただきますが、それぞれで
す。導入後の監視を含めた部分までのご提案が必要なこともあり
ます。時代によってITソリューションのトレンドも変わりますので、ど
こまでを仮想化で実現するかを割り切ることがポイントです。

黒川 拓生氏
株式会社ネットワールド
マーケティング本部

本部長補佐
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企業におけるIT資産管理の重要性が年々高まっている。PCやソフトウェアをきちんと
管理することによって、コンプライアンス対応はもちろん、違法ソフトウェアのチェック
やセキュリティ面でも効果が期待できるのがIT資産管理ツールの存在だ。高機能なオ
ンプレミス型からSaaS型まで、IT資産管理ツールの“今”を見ていこう。
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面倒なIT資産管理を
ソフトウェアで自動化

　PCやソフトウェアなどのIT資産管理
は、企業にとって必要不可欠だが面倒
な業務だ。その必要性を感じていても、
手が回らないというのが実情ではない
だろうか。各PCにラベルを付けて回り、
Excelなどで台帳を作ったとしても、そ
の後に増えたPCや新たにインストール
されたソフトウェアを追跡して、定期的
に資産台帳を更新していくのは手間が
掛かる。ましてや、他の業務と兼務して
いるIT担当者の場合は、各部門のクラ
イアントPCをチェックしていく余裕はな
いだろう。また、最近は大企業や官公
庁などを中心に、取引先がしっかりとし
た会計監査やIT資産管理を行ってい
ることが取引条件となる場合も増えて
いる。今後の成長を図ろうと考えている
中小企業にとっても、IT資産管理を行
うことは急務となってきている。
　これらのI T資産管理をサポートし、
管理者の作業を低減してくれるのが、
IT資産管理ツールだ。最近のトレンドと
して、IT資産管理ツールは自動化が進
んでおり、ただ単に資産台帳を生成し
てくれるだけでなく、さまざまなメリットを

生むことができる。
　H/W、S/Wの自動インベントリはもち
ろん、問題のあるクライアントP Cのレ
ポート機能などで運用・管理面の自動
化が進んだため、IT管理者のいない中
小企業や、運用の手間をなくしたい大
規模企業にも、リプレースをおすすめで
きるサービスが増えている。
　また、企業のニーズが高い「情報漏
えい対策」と「ソフトウェアライセンス管
理」機能は各社とも充実してきている。
　社内のPCにインストールされている
ソフトウェアを把握できなければ、その
会社は多くのリスクを抱えることになる。
例えば、従業員が勝手に違法ソフトウェ
アをインストールしていた場合は、社会
的な責任を問われることになりかねな
い。さらに、情報漏えいの危険性の高
いP2Pソフトなどを従業員が利用しな
いように抑止できるほか、フリーソフトの
利用などによるPCのパフォーマンス低
下を防ぐこともできるようになる。
　セキュリティ面でも、IT資産管理ツー
ルは有効だ。ウイルス対策ソフトやOS、
オフィスソフトの更新プログラムの適
用を各自に任せている場合、最新の

アップデートが適用されていないため
に、ウイルス被害や情報漏えいなどの
セキュリティ被害を受けてしまうケース
は少なくない。IT資産管理ツールは、
Windows Updateやウイルス対策ソフ
トのパターンファイルの更新管理機能
が自動化され、エンドユーザや管理者
が意識しなくてもOSやソフトウェアを最
新の状態にしておくことができる。
　そのため、1台1台のパッチファイル
適用を行う必要がなくなり、大幅に管理
負担を低減させることができる。負担を
低減した上で多くのメリットが得られる
ので、費用対効果も見えやすく、導入
の障壁となる経営陣への説得も行いや
すい。
　さらに、2014年4月でWindows XP

（SP3）のサポートが終了するため、多
くの企業が数年の間にクライアントPC

をWindows 7へリプレースする必要が
出てきた。手間のかかるリプレース作
業をスムーズに行うためにも、IT資産
の管理は非常に重要となってくる。日本
マイクロソフトの『Windows Intune』
は、Windows 7へのリプレースと同
時に導入するのに適したサービスだ。

■オンプレミスタイプ、SaaSタイプのメリット
オンプレミスタイプ

SaaSタイプ

オールインワンの豊富な機能を利用できる

各種カスタマイズに対応

初期導入期間を大幅に削減

サーバ設置のコスト・スペースを削減

資産管理ソフトの運用の手間を削減

保守費用を削減

・使いたい機能
・予算
  から選定が必要
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Windows 7 Enterprise Edition

へのアップグレード権が含まれるた
め、HDD暗号化機能のBitLocker、
BitLocker to Goで、セキュリティ対策
まで向上させられる。

オンプレミス型からSaaS型まで
多様な企業ニーズに応える

　これまでのIT資産管理ソフトは、社
内にサーバを設置するオンプレミス型
で提供されることが多かった。しかし
最近では、インターネット経由でサービ
スが利用できるSaaS型が増えてきてい
る。こうした製品のバリエーションが増

えてきたことも、IT資産管理ツールを導
入しやすくなってきた理由の1つだろう。
　オンプレミス型の長所は、これまでの
導入実績が多数あり、豊富な機能とカ
スタマイズ性の高さで、どのような企業
のニーズにも対応できる点だ。
　Skyが提供する『SKYSEA Client 

View』は豊富な機能と多様なオプショ
ン機能を備えている。どのような企業に
も対応可能で、導入実績も多い。イン
ターコムのMaLion3は、オールインワン
でIT資産管理と情報漏えい対策が行
えるところがメリットとなっている。
　SaaS型の特長は、サーバ設置不要

なため、初期導入コストが低く導入期
間が短いことがあげられる。また、対象
クライアント数のスケールアップ／ダウ
ンが容易なため、社内稟議を通しやす
い。ソフトウェアのバージョンアップのコ
スト・手間もかからず、常に最新の機能
を利用できるのは大きなメリットだ。
　大塚商会 B P事業部が提供す
るS a a S販売プラットフォーム『 B P 

PLATINUM Type-S』には、クオリティ
ソフトの『ISM Cloud One』、エムオー
テックスの『LanScope CloudCat』、
ソリトンシステムズの『 e C a r e -

OnDemand』などが登録されている。

オンプレミス型ながらコストメリットが高く、「50％オフの価格で初年
度の保守費用が無料」という他社製品からの乗り換えキャンペーンを
行っている。資産管理台帳、ログ分析・レポート、PC操作監視、ネット
ワーク監視、USBメモリなどのデバイス操作、メール誤送信防止、Web

アクセス監視などの機能を標準で搭載しているため、追加のオプショ
ン費用がかからない
ことも特長の1つ。直
感的に利用できる操
作画面や、セキュリ
ティポリシーの設定
作業を軽減するテン
プレートの搭載など、
操作しやすさにも配
慮されている。

ここが簡単!

ここがセールスポイント!

ここが違う!

・ウィザード形式で、ITに不慣れな人でも簡単に導入可能
・IT資産管理と情報漏えい対策がオールインワン

・他社ソフトからの乗り換えキャンペーン実施中
  初年度保守費用が無料のキャンペーンを行っている（2011年6月末まで実施）

・テンプレート利用で簡単導入
  3段階のセキュリティポリシーのテンプレートが標準で装備。これをべースに設定
  を行えば最小負担でルール化の作業が完了！

・パートナー様の手間いらず
  オールインワンなので、オプション選択の手間が不要。

・メールからの情報漏えいを監視
  情報漏えいリスクの高いメール送信に対して警告メッセージを表示して
  「うっかりミス」を抑止

最小5台から。中小から大規模まで対応可能想定ターゲット

MaLion3
株式会社インターコム

オンプレミス型

標準機能が豊富な
オールインワンの低価格パッケージ
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「SKYSEA ClientView Ver.5.1」は、17年以上の実績があるIT資産管
理ツールだ。USBデバイス管理など、企業のあらゆるニーズに応え
る幅広い機能を標準で備えている。また、サーバ監査機能など、先
進的な機能をオプションで搭載し、業界をリードする。豊富な機能
を持ちながら、誰にでも「使いこなせる」グラフィカルなインター
フェイスがユーザに好評だ。最新バージョンの5.1では、部署別に
細かくソフトウェアラ
イセンス管理が行える
ほか、ネットワーク機器
やプリンタの管理も行
え、更新プログラム管
理やソフトウェア配布
も簡単に行える。

ここが簡単!

ここがセールスポイント!

ここが違う!

・好評な「見やすい画面」をさらに強化
・オフィス機器情報を自動収集して一元管理できる

・ユーザの声を反映した豊富な機能
  IT資産管理から情報漏えい対策、サーバの管理までオールインワンで対応
・複数サーバのイベントログを管理
  サーバログの収集・閲覧・検索が可能。不審なアクセスをいち早く確認できる

・USBメモリに記録された最後のファイルを確認
  USBメモリへのユーザの操作履歴が取得可能で、最終的なファイルの状態を把握できる

・クラウドサービスの利用状況を見える化
  クラウドサービスへのアクセス回数などを記録でき、利用状況を確認できる

官公庁、自治体、民間企業、団体を対象想定ターゲット

SKYSEA ClientView Ver.5.1
Sky株式会社

初心者でも使いこなせる操作性で
必要な機能をオールインワンで提供

オンプレミス型

SaaS型IT資産管理のマーケットリーダーであるクオリティソフ
トのIT資産管理ソフト。グループ企業が多い企業体でもIT資産を
一元管理できるシステムになっている。IFRSを前提に、企業全体
のセキュリティポリシーを自動的に継続して保つことが可能だ。
クライアントPCのリモートコントロール機能やソフトウェアの
配布、起動制御がインターネット経由で行える。IT資産管理、不正
ソフトの起動制御、ソフト
ウェア資産管理などが行
え、パブリッククラウド版、
プライベートクラウド版、
パッケージ版などが提供
されており、利用形態に合
わせて選ぶことも可能と
なっている。

ここが簡単!

ここがセールスポイント!

ここが違う!

・ソフトウェア資産、クライアントPCのセキュリティ状態を
  ひと目で把握

・SaaS、パブリッククラウド、プライベートクラウドから
  利用モデルを選択可能
  小規模企業にはSaaS型として、全国拠点にはパブリッククラウドで全社一元
  管理が可能。プライベートクラウドモデルでは、協力企業のクライアント PCも
  一元管理できる

・ユーザからのアンケート収集機能を搭載
  フリーフォーム、ラジオボタンなどを利用したアンケートを利用できる

1台から3万台まで対応可能想定ターゲット

ISM CloudOne
クオリティソフト株式会社

パブリック／プライベート／
パッケージを選択可能

SaaS型（BP PLATINUM Type-Sで提供）
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エンドユーザ様にとって必要な機能と、
コスト面を考慮して提案するのがよい
だろう。
　また、管理対象となるIT資産の場所
を選ばないというのも、SaaS型の特長
の1つだ。オンプレミス型では同じドメイ
ン内のI T資産しか管理できない場合
が多いが、クラウド型ではドメイン外の
開発用やテスト環境用のP Cなども管
理でき、海外や地方の営業所のPCな
どの管理も容易となっている。また、モ
バイル端末などは帰社すればオンプレ
ミス型のIT資産管理ツールで管理でき
るが、出張の場合などでは長期間の管

理が行えない状態になることも考えられ
る。そのため、ドメイン内のIT資産はオ
ンプレミス型のソフトウェアで管理し、営
業用や出張用のモバイル端末などの
管理はSaaS型で管理するような提案も
考えられる。
　ITガバナンスの強化は、昨今、あらゆ
る企業でも大きな課題となっている。IT

資産管理ツールには幅広い製品があり、
企業のIT資産管理業務をサポートし、
監査対応やセキュリティ強化などを実現
した上で、コスト削減や管理者の作業
負荷の大幅な低減を目指せるものだ。
　オンプレミス型やS a a S型、低価格

パッケージや高機能な製品など、さま
ざまなサービスがあるが、導入コストや
ランニングコストなどのコスト面はもちろ
ん、どのような目的で「何を実現したい
か」をエンドユーザ様にヒアリングする
ことが重要だ。予算、導入規模、導入
タイミング、実現したい機能などのさま
ざまな要件がある中、それらに応えら
れるソリューションが出てきているので、
クライアントP Cのリプレースや会社の
中長期戦略の一環として、IT資産管
理ツールを導入していくことをおすすめ
したい。

IT資産管理ツールとして定評のある「LanScope Cat」のクラウド版
として2011年2月からサービスが開始されている。IT資産管理、セ
キュリティ対策、業務改善に適した11の機能を標準搭載してい
る。禁止アプリケーションの起動やセキュリティパッチの未更新
など、企業内のクライアントセキュリティの問題を以下の3ステッ
プで解決できる。①クラウドキャットのシステムから送付される
報告メールを確認　②管理画面で問題点を確認　③対応が必要
な社内PCへとワンクリックでメールを送信できる。

ここが簡単!

ここがセールスポイント!

ここが違う!

・PC台帳とセキュリティ対策をクラウドから提供
・注意点を把握しやすい報告メール機能

・好評なサポートをSaaSでも提供
  ユーザから評価の高い、エムオーテックスの手厚いサポートがクラウドタイプでも
  受けられる

・11個の必須機能を搭載
  ソフトウェア資産管理からクライアントPCの状態管理まで、必要不可欠な機能を
  厳選して搭載

5台からスタート可能。数千台まで対応想定ターゲット

LanScope CloudCat
エムオーテックス株式会社

3ステップの簡単操作で
社内の IT資産を徹底管理

SaaS型（BP PLATINUM Type-Sで提供）
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ネットワーク技術とセキュリティ技術の高いノウハウを持つソリト
ンシステムズが提供するクラウドサービス。エンジン開発から運用、
サポートまでをすべて同社が行っ
ているため信頼性が高い。資産管
理の機能はもちろん、PC操作ログ
管理※のSaaSも提供しており、あわ
せて導入すれば、多角的な管理が
行える。コスト面・初期導入の手間
で導入が困難だった中小から、オン
プレミス型のIT資産管理ソフトの
運用の手間をなくしたい中堅・大規
模企業まで提案の幅が広い。

ここが簡単!

ここがセールスポイント!

ここが違う!

・必要な箇所だけを自動集計したレポートのサマリーを
  毎朝メールで配信
・P2Pソフト自動削除履歴や、必要なセキュリティ情報は自動更新

・安心のサポートを提供
  自社開発エンジン、問い合わせコールセンターも自社運営なので、安心して利用できる
・パートナー様への手厚い営業フォロー
  積極的に同行支援を行っている。無料トライアルもご利用可能

・ログ管理もクラウドで可能
  PCログ管理のSaaSである「InfoTrace-On Demand」をあわせてご利用いただけば、
  ログ管理もクラウド経由で行える

最小5台から、中小、大規模まで対応想定ターゲット

eCare-OnDemand
株式会社ソリトンシステムズ

PCログ管理を視野に入れて
IT資産管理をSaaS化するなら

SaaS型（BP PLATINUM Type-Sで提供）

※PCログ管理のSaaS「InfoTrace-OnDemand」
　の導入が必要

わかりやすいUIで、シンプルなPC管理を実現したいあらゆる規模
の企業を対象としている。Windows 7 Enterprise EditonのSAサブ
スクリプションを活用してクライアントPCのOSをアップグレード
すれば、AppLocker（禁止アプリケーションの設定）、BitLocker

（HDD暗号化）など、セキュリティ面も向上させられる。インター
ネット経由でPC

を管理するため、
海外でも自宅で
もセキュリティ
ポリシーに沿っ
た運用が可能だ。

ここが簡単!

ここがセールスポイント!

ここが違う!

・ソフト、ハード、ライセンスの状態を1コンソールで簡単に把握
・高度な知識不要のわかりやすいUIで、初期設定・運用をシンプル化

・PC管理の統合とシンプル化
  「資産管理」に加え、PCに必須の「更新プログラム管理」「アンチウイルス」 「HDD暗号
  化」を統合的に提供

・場所を問わないPCの管理とサポート
  インターネットに接続していれば、ドメインに参加していない遠隔、社外のPCも管理可能
  リモートアシスタンス機能を活用し、遠隔からの迅速なサポートも実現

・MSクラウドの信頼性
  返金制度付きの SLA によって 99.9 %の稼働率が保証

・OS標準搭載機能としてのセキュリティ機能を提供
  Windows IntuneにはWindows 7 Enterpriseが含まれるため、管理対象マシンをWindows 7
  Enterpriseにアップグレード可能。暗号化などの機能を、OS標準搭載の機能として利用できる

1台～20,000台まで対応可能想定ターゲット

Windows Intune
日本マイクロソフト株式会社

場所を問わないPC管理と
アンチウイルスやHDD暗号化も提供

SaaS型
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文：元麻布春男

【 】

IT系雑誌やインターネットのコラムなどで広く活躍するフリーライター。
執筆歴は15年以上におよぶ。1960年生まれ。

　2010年末から2011年にかけて、急速に市場が立ち
上がりつつあるのがスマートフォンだ。スマートフォンという
言葉には正確な定義がなされておらず、その内容は国に
よって異なる。たとえば米国では、Internetアクセス可能
な携帯電話、電子メールやWebブラウザが利用可能であ
ればスマートフォンと呼ぶ、ということさえ言われる。基本的
に、携帯電話でのメッセージのやりとりは、電話番号を宛
先とするSMSやMMSが中心だ。
　わが国では一般に、汎用性を持った組み込み型のOS
を搭載し、アプリケーション開発環境が公開されているも
のをスマートフォンと呼ぶことが多い。これは米国風の定
義で言えば、ハイエンドのスマートフォンということになる。
　その中心となるのは、やはりOSだ。以前はスマートフォ
ンのOSといえば、MicrosoftのWindows Mobile、RIM
のBlackberry、NokiaのSymbianといった、企業向けを
意識したものが主流だった。が、今話題になっているのは、
いずれもコンシューマー向けを狙ったもの。AppleのiOS、
GoogleのAndroidが現時点での2強となっている。
　iOSとAndroidの最大の違いは、収益構造がエコシステ
ム※かどうかという点だ。AppleはiOSを自社のスマートフォ
ンであるiPhoneやiPadに採用する一方で、他社へのライ
センスを行わない。これらのデバイスに対するサービスであ
るiTunes Store（コンテンツ販売）やAppStore（アプリケ
ーション販売）も同様だ。製品とサービスは垂直統合されて
おり完成度は高いが、エコシステムとしては閉じている。
　これに対しAndroidは、Googleによるオープンソースソ
フトウェアとして提供されており、様々なメーカーから搭載
機器がリリースされている。アプリケーションの販売を行う
オンラインストアとして、GoogleはAndroid Marketを提供
しているが、キャリアやメーカーによる独自サービスの提供
を排除していない。オープンなエコシステムが特徴であり、
提供メーカー数の多さから急速にシェアを伸ばしているが、

ユーザ体験の完成度という点でAppleにはおよばない。ア
プリケーションの主流が無償であること、有料コンテンツ
の流通量が圧倒的に少なく、エコシステムとしてAppleほ
どの広がりを持ち得ていないことも課題といえる。
　この2強に対抗するものとして最近動きがあったのが、
MicrosoftのWindows Phone 7とHPのwebOSだ。企
業向け（バーチカル向け）のWindows Mobileを持って
いたがために、コンシューマー向けスマートフォンの大ヒッ
トに乗り遅れる形となったMicrosoftは、フィンランドの携
帯電話機大手Nokiaと提携する道を選んだ。Nokiaは
Symbian OS搭載機をWindows Phone端末で置き換え
るだけでなく、将来提供されるWindows Phone OSの共
同開発を行う。今後Windows Phoneは、Nokia色の強
いものになっていくと想像されるが、サードパーティへの提
供は継続される見込みだ。現在Nokiaは国内市場から事
実上撤退しているが、サードパーティの手によって、再び
国内市場に登場する可能性はある。
　一方、HPは現在提供しているwebOS 2.1の次バージ
ョン（2.2）を搭載した端末をこの夏に米国で提供した後、
年内に中国市場にも提供する計画を明らかにしている。
さらにタブレット用にwebOS 3.0も投入される見込みだ。
HPはwebOSについて、サードパーティへ提供する予定は
なく、Appleと同様のビジネスモデルを想定している。日本
HPは、webOS端末の登場時期について明らかにしてい
ないが、投入する方向性にはあるという。早期の投入を期
待したいところだ。
　これらスマートフォンOSで注目されるのは、基本的にコ
ンシューマー向けであるとはいえ、オフィスへ入ってくること
が確実視されていることだ。便利なスマートフォンをプライ
ベートだけでなく、仕事でも使いたいというユーザーの希望
を拒絶し続けることはできない。どうすれば、安全に持ち込
ませるか、それを考える方が建設的だ。

※エコシステムとは、ある業界全体の収益構造のこと

スマートフォンの最新動向
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最新ITキーワード
IT Keyword

AAAis
【AAA information security】

ビジネスのIT化が進む中で、情報セキュリティに対する要求はますます高くなっている。情報セキュリティ強化が求
められる時代において、新たな基準として登場してきたのが「情報セキュリティ格付」だ。

　AAAisは、株式会社アイ・エス・レーティングが行う第三者
評価制度である「情報セキュリティ格付」の評価の1つで最高
ランクを示す。情報セキュリティ格付は、AAAisが最高ランク、
Cisが最低ランクとなり、AAis〜Bisまではそれぞれ＋と－を含
めた3段階評価で、計17段階でセキュリティを評価する。
　情報セキュリティの認証基準としては、プライバシーマーク
（Pマーク）やISO27001（ISMS）などがある。日本国内でも、
これらの取得企業はPマークが1万1,949社、ISMSが3,767
社（いずれも2011年3月4日現在）と非常に多く、ITサービスを
提供する事業者のほとんどがPマークや、ISMSを取得してい
ると言ってもよい。実際、Pマークの新規の認定事業者数は
2005年4月の個人情報保護法の全面施行後の2006年に
ピークを迎え、その後は減少傾向にある。
　しかし、これらの認証基準を取得しているからといって、必ず
しも安全とはいえないのが現状だ。Pマーク取得事業者の情
報漏えい事件は後を絶たず、情報漏えい事故を起こしても一
定期間のPマーク一時停止処分の後、一定条件をクリアすれ
ば再びPマーク認定事業者となることができる。また、多くの企
業が取得している現在では、これらの認証基準は最低限満た
されている基準でしかなく、どの企業がより高いセキュリティを
担保しているかはわからない。さらに、いったん認定基準をクリ
アしてしまえば、そのセキュリティ基準を維持すればよいだけで、
より高いセキュリティを目指す必要がなくなってしまう。
　このような背景の中、企業が現状を把握して情報セキュリ
ティ・ガバナンスの継続的な改善を実施し、第三者機関による
客観的なセキュリティレベルが確認できるように、2007年7月に
4社の発起会社と7社の参画会社によって「情報セキュリティ

格付け制度研究会」が設立された。日本企業の事業特性に適
した情報セキュリティ格付手法の確立に向けての研究や実験
が行われている。2008年4月に18社が出資して情報セキュリ
ティ格付を事業化するアイ・エス・レーティングが設立された。
　PマークやISMSと情報セキュリティ格付の最も大きな違い
は、前者が一定の基準をクリアすれば取得できるのに対し、
後者は認定した上で17段階にランク分けされる点だ。また、P
マークやISMSが2年間有効なのに対し、情報セキュリティ格
付の有効期限は1年で、再審査の結果次第ではランクの上
下もありうる。つまり、情報セキュリティ格付では、いったん評価
を受けても1年後の再審査に向けて、さらにセキュリティ対策
を強化して上位の格付を目指すことが可能となり、企業のマイ
ンドを向上させることができるのだ。取引企業から見ても、企業
のセキュリティレベルがわかりやすく、コストやサービス内容など
とともにパートナー企業を選ぶ基準の1つとすることができる。
　クラウド化などで、情報を社内ではなく外部事業者に預ける
ことが多くなれば、ユーザ企業は取引先のセキュリティレベル
を知りたいと思うのは当然のことだ。情報セキュリティ対策の
強化がより高いレベルで求められるようになる中で、情報セキュ
リティ格付の取り組みは今後より高く評価されていくだろう。
格付取得企業・団体は、まだ21社（2011年2月18日現在）と
少ないが、今後普及が進めば、セキュリティレベルの高さが企
業の競争力の1つの基準となることも考えられる。
　アイ・エス・レーティングでは今後、格付の審査基準を世界
各地に普及させることも予定。海外にネットワークを持つ外資
系企業とも連携しながら、制度のグローバルスタンダード化を
推進している。
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最新ITキーワード
IT Keyword

節電
【save on electricity】

ITによるビジネスの効率化が進むにつれ、「電気」に依存した業務が増加している。しかし、2011年3月11日に発生
した東北地方太平洋沖地震により、東京電力管内では最低限の機器のみ電気を使う節電状態が続いている。

日本マイクロソフトの節電サイト

　日本の電力使用量は戦後右肩上がりで増加し、生活や
ビジネスにおいて欠かすことができないインフラとなってい
る。しかし、東北地方太平洋沖地震の影響により福島原
発をはじめとする東京電力の持つ設備が被害を受け、管
内では電力供給不足が引き起こされた。
　東京電力は、金曜に発生した地震後、企業が活動再
開する翌月曜日に向けて、日曜の夜20時に急遽、管内の
地域を5つのグループに分け、順番で3時間ずつ停電を行
うという「計画停電」を発表し、各種交通機関・病院・企
業等が対応に追われた。
　また、3月17日夕方には、経済産業省から「大規模停
電回避のための一層の節電のお願い」が発表され、休業
を決定した企業から引き上げる多くの従業員と、列車の
間引き運転のタイミングが重なり、ターミナル駅が大混雑
するという事態に発展した。この日、供給可能な電力は約
3,350万kwと発表されていたが、午前中のピーク時に電
力使用量が約3,292万kwに達したため、「お願い」が発
表されたが、管内企業等の協力により大規模停電は回避
された。
　東京電力では、福島第1、第2原子力発電所をはじめ、
火力発電所や水力発電所、流通設備に大きな被害があ
ったことから、管内では震災前のように電気が使えるよう
になる目処がついていない。そのため、事業を継続するに
は「節電」の工夫が必要となる。
　こうした状況を受け、日本マイクロソフトでは、災害時支
援の一環として、個人・法人のPC節電方法を掲載した。

「停電に備え、節電して Windows PC を使用する方

法」として、PCの節電方法に加え、非常時に備えたバック
アップの取り方が掲載されている。個人向け情報では、コ
ントロールパネルの「電源オプション」を利用した方法が紹
介され、法人向けでは、Windows OSの電源オプション
の実行ファイルであるPowercfg.exeやActive Directory
を使った電源プランの変更方法が掲載されている。
　また、クオリティソフトは、節電支援ソフトを提供（4月ま
で）することを決定した。クオリティソフトが提供しているIT
資産管理ソフトのQNDや運用管理自動化ソフトのQAW
を活用したものだ。
　一度大規模停電に陥れば、復旧するまでにはかなりの
時間がかかると予想されるため、一個人・一企業が行える
節電には限りがあると思わずに、思い切った節電対策が
継続して必要となるだろう。




